
岩手県立杜陵高等学校遠隔授業配信施設整備事業設計・施工者選定プロポーザル 

質 問 回 答 書 

【10月 29日受付分】 

番号 質問事項 回  答 

１ 事業概要書「第 6 予算限度額」にて工事費が

54,690 万円（予定）とされておりますが、ご

提示いただいた計画内容を踏まえますと、当

該上限額の範囲内で施工することは困難であ

ると見込んでおります。 

つきましては、予算を超過した場合の対応方

針についてご教示いただけますでしょうか。 

本事業は、予算限度額の範囲内で必要な機能 

を満たす施設を整備することを基本的な考え 

方としています。 そのため、受注者には、予

算限度額の範囲内に工事費が収まるよう最大

限の工夫を求めますが、それでもなお予算限

度額を超過することが見込まれる場合には、

床面積の縮小等により事業費の調整を行うこ

とを想定しています。 

２ 給食棟解体工事において既存杭（地中障害物）

が確認された場合、工期および工事費の取り

扱い（増減額や工期延長の協議等）について

ご教示ください。 

既存杭の撤去に係る取扱いについては、Ｑ＆

Ａ９（公告資料）をご参照ください。 

なお、既存杭（地中障害物）の状況について

は、不確定要素も多いことから、工期及び工

事費に関する協議については、個別の状況を

踏まえ柔軟に対応するものとします。 

また、現地状況や撤去方法等の実情に応じて、

撤去に係る条件等についても見直しを行う場

合があります。 

 

 

【11月２日受付分】 

番号 質問事項 回  答 

３ プロポーザルに関するＱ＆Ａ Q11では、施工

者の配置予定技術者が両事業で重複する場合

について受注制限が示されていますが、設計

者の配置予定技術者が両事業で重複する場合

の取扱いについて明示がございません。 

管理技術者・工事監理者について、本事業と

岩手県立黒沢尻工業高等学校半導体実習施設

整備事業との間で同一技術者を配置予定技術

者として申請することは可能でしょうか。 

また、両事業で最優秀者となった場合におい

ても、設計者側技術者の重複を理由とした受

注制限はないとの理解でよろしいでしょう

か。 

よろしくお願い申し上げます 

設計者（設計業務）及び工事監理者（工事監

理業務）における管理技術者については、本

事業と岩手県立黒沢尻工業高等学校半導体実

習施設整備事業との間で、同一の技術者を指

定して申請することは差し支えありません。 

また、両事業において最優秀者となった場合

であっても、設計者又は工事監理者における

管理技術者の重複を理由として受注を制限す

ることはありません。※ 

（※当該技術者が、両事業において適切に業

務を遂行できることを前提とします。） 


